


















































  対等の Bの関係以上で用いる表現を高い敬意を表す尊敬表現であると認める。特に中流以上の人々
は丁寧な表現を好むため，対等の Bの関係で互いに用いる傾向がある。

















A B C 計
性別 男 女 男 女 男 女 男 女
おっしゃいます 2（1） 8（0） 2（2） 4（4） 4（3） 12（4）
87（8）
おっせんす 1（1） 1（0） 1（1） 1（0）
おっしゃる～ます 2（0） 4（0） 3（0） 2（0） 5（0） 6（0）
おっしゃる 7（0） 25（0） 12（0） 12（0） 2（0） 21（0） 37（0）
おいひなさる 1（0） 4（0） 2（0）＊ 1（1） 4（3） 2（1） 10（3） 12（4）
おいひだ 12（0） 1（0） 6（0） 6（1） 1（0） 24（1） 25（1）
おいひ 1（1） 0（0） 1（1） 1（1）
いひなんす 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）
いひなさる 4（0） 15（10） 12（7） 4（3） 31（17） 4（3） 35（20）
いはっしゃる 5（4） 5（4） 0（0） 5（4）
いはしった（て） 5（5） 1（0） 1（1） 6（6） 1（0） 7（6）
のたまふ 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）





A B C 計
性別 男 女 男 女 男 女 男 女
おっしゃいます 4（2） 0（0） 4（2）
25（2）おっしゃる～ます 1（0） 2（0） 1（0） 2（0）
おっしゃる 9（0） 9（0） 9（0） 9（0）
おいひだ 1（0） 2（0） 0（0） 3（0） 3（0）
いひなさる 1（1） 1（1） 3（1） 2（2） 2（2） 6（4） 3（3） 9（7）
いはっしゃる 1（0） 1（0） 1（0） 1（0） 2（0）



















（例 2） そんならとうでも重の井は枕さがしといゝなさるのか。（蝶兵衛→忠六）【A】［『恋』第十五回 97］











A B C 計
おっしゃります 1（0） 1（0）
20（1）







おいひなます 2（1） 1（0） 3（1）
おいひなんす 4（0） 3（1） 1（1） 8（2）




いひなます 5（2） 4（0） 4（3） 13（5）
39（14）いひなんす 13（2） 1（0） 4（4） 18（6）
いひなさる 5（2） 3（1） 8（3）
いはっしゃる 9（0） 1（0） 1（0） 11（0） 11（0）
いはしった（て） 1（0） 1（0） 2（0） 2（0）


























































































































次に単独の「おいひなさる」は B以上で用いている。例 22は，中流以上，例 23は芸妓の例である。



















































A B C 計
性別 男 女 男 女 男 女 男 女
おっしゃられます 1（0） 0（0） 1（0）
148（5）
おっしゃいます 4（1） 7（0） 6（2） 4（1） 13（2）
おっしゃる～ます 4（0） 13（0） 1（0） 5（0） 5（0） 18（0）
おっしゃる～です 2（0） 2（0） 0（0） 4（0）
おっしゃられる 1（0） 1（0） 0（0）
おっしゃる 6（0） 37（1） 27（0） 29（1） 3（0） 36（0） 66（2）
おいひなさる～ます 1（0） 0（0） 1（0）
20（3）
おいひなさる 2（0） 6（0） 2（0） 9（3） 6（0） 13（3）
おいひだ 3（0） 11（1） 0（0） 14（1） 14（1）
おいひ 1（1） 4（4） 0（0） 5（5） 5（5）
いひなさる 3（2） 3（2） 0（0） 3（2）
いはっしゃる 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）
いはれる 2（0） 1（0） 3（0） 0（0） 3（0）
いひたまふ 11（11） 2（2） 13（13） 0（0） 13（13）




A B C 計
性別 男 女 男 女 男 女 男 女
おっしゃいます 5（0） 0（0） 5（0）
18（0）おっしゃる～ます 1（0） 0（0） 1（0）
おっしゃる 4（0） 8（0） 4（0） 8（0）
おいひあそばす 1（0） 0（0） 1（0） 1（0）
おいひなさいます 1（0） 0（0） 1（0） 1（0）
おいひだ 2（1） 2（0） 0（0） 4（1） 4（1）
いひなさる 1（1） 6（6） 1（1） 8（8） 0（0） 8（8）
いはっしゃる 1（0） 1（0） 2（0） 3（0） 1（0） 4（0）






見られる。ただし，Cの例は例 33のように Bに近い例となっている。例 33は，兄から妹に対して
用いた例である。B，Cで用いるためか，中流以上の使用では，「れる・られる」を付けて敬意を高
くしたと考えられる「おっしゃられます」（例 34），「おっしゃられる」（例 35）が 1例ずつ見られた。
しかし 1例ずつであるため多用されたとは言い難い。





























































A B C 計
おっしゃいます 2（1） 2（1）
おっしゃる 16（3） 16（3）















































































































































12〉，『一読三歎当世書生気質』坪内逍遥（1885～ 1886）〈明 18〉，『新磨妹と背かゞみ』坪内逍遥（1886）〈明 19〉
―『明治』／『雪中梅』末広鉄腸（1886）〈明 19〉―『明治編』／『浮雲』二葉亭四迷（1887～ 1889）〈明 20〉，
『緑蓑談』（前編・続編）須藤南翠（1887）〈明 20〉，『花間鶯』末広鉄腸（1888）〈明 21〉―『明治』／『細君』坪
内逍遥（1889）〈明 22〉，『二人女房』尾崎紅葉（1891）〈明 24〉―『明治編』／『多情多恨』尾崎紅葉（1896）〈明
29〉―『紅葉全集』※を付した資料は「おっしゃる」系の用例がなかった資料である。なお，「おっしゃる」系の
該当箇所に関して近世のものについては，早稲田大学図書館所蔵の版本（＊を付したもの）と古典籍総合データ
ベース（http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/）（無印），明治大学図書館所蔵の版本（＊＊を付したもの）に
より確認した。
